
TiO2の存在下で側鎖にカルボキシル基を有す
るポリアミド酸を合成することによるポリイ
ミド‐TiO2複合フィルムの作製をしている。
ポリアミド酸とTiO2の溶液中での攪拌時間が
24時間、220時間、410時間の場合、複合フィ
ルムのガラス転移温度は、それぞれ284℃、
361℃、410℃と攪拌時間が長くなるほど高く
なった。
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